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薇
ギ
春
会
だ
よ
り

平
成
２８
年
度
総
会
が
開
か
れ
る

Ⅲ
諸
議
案
を
承
認
Ⅲ

５
月

２９
日

（
日
）

Ｈ

時
尉竃効時雌胸略詢嘲

名
を
も

つ
て
鳥
飼
八
幡

蝸
宮
参
集
殿
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

山
崎
拓
会
長
は
、
雨
の
中
を
７０
名
の
出
席
を
い
た
だ

き
、
総
会
を
開
催
で
き
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。　
一
昨
年

の
大
河
ド
ラ
マ
で
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
ゆ
く
か
、
ま
た
当
会
の
存
在

意
義
を
高
め
て
行
く
か
が
課
題
で
あ
る
。
総
会
で
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
賜
り
た
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

毛
屋
副
会
長
か
ら
は
、
昨
年
度
よ
り
会
の
あ
り
方
を
、

７
回
に
及
ぶ
常
任
理
事
会
で
検
討
し
て
本
年
度
の
基
本

方
針
を
決
定
し
た
。

①
総
会
に
つ
い
て
、
費
用
を
会
が
負
担
し
て
多
く
の

会
員
の
参
加
を
促
す
。

（０
法
要
に
つ
い
て
、
黒
田
家
当
主
を
お
呼
び
す
る
。

無
償
で
お
願
い
し
て
い
た
清
掃
費
用
や
法
要
費
用

に
つ
い
て
も
会
か
ら
負
担
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
黒
田
家
ゆ
か
り
の
神
社
参
詣
を
拡
大
す
る

Ｏ
史
跡
巡
り
に
つ
い
て
は
多
く
の
参
加
を
促
す
た
め
、

会
か
ら
の

一
部
負
担
を
考
え
る
。
勉
強
会
の
講
師

に
つ
い
て
幅
広
い
分
野
か
ら
選
任
す
る
。

⑤
会
計
報
告
に
各
行
事
の
会
計
を
含
ま
せ
る
。

こ
れ
ら
の
項
目
を
実
施
す
る
に
は
費
用
も
か
か
る

た
め
、
賛
助
会
員
制
度
を
設
け
、
広
く
企
業

・
団
体

に
お
願
い
す
る
。

役
員
人
事
で
は
、
村
松
伸
哉
氏

（研
修
担
当
）
の
退

任
と
新
理
事
に
三
野
原
信
二
氏
、
徳
永
良
子
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

１
．
主
な
決
定
事
項

田
　
新
役
員

名
誉
顧
問
　
里
田̈
長
高

〈
ム
　
　
長
　
山
崎
　
拓

副

〈
＾
長
　
毛
屋
嘉
明

監
　
　
事
　
木
下
　
正

・
田
中
雅
美

理
　
　
事
　
（事
務
局
長
）
田
島
満
行

（総
務
）

原
　
俊
樹

・
篠
原
カ
ズ
ヱ

（研
修
）

大
島
泰
治

・
田
中
崇
和

（広
報
）

天
本
孝
久

・
平
田
善
積

（会
計
）

浜
田
泰
祐

・
秦
　
紀
子

栗
山
順
子

。
近
藤
み
さ
子

・
馬
頭
徹
夫

森
　
純
子

・
山
崎
芙
美
子

・
三
野
原
信
二

徳
永
良
子
（事
務
局
員
）
松
尾
　
等

閉
　
年
間
行
事

年
間
行
事
と
し
て
は
、
、
藩
主
の
法
要
は
例
年
の

通
り
で
す
が
、
ゆ
か
り
の
神
社

の
大
祭
な
ど
は
従

来
の
３
社
に
加
え
、
住
吉
神
社
、
太
宰
府
天
満
宮
、

笛
崎
宮
、
警
固
神
社
、
宗
像
大
社
に
参
詣
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
歴
史
勉
強
会
、
史
跡
巡
り
は

例
年
通
り
の
実
施
で
す
。

〈神
社
大
祭
　
参
詣
八
神
社
〉

・
光

壼
〓
神

社

　

・
太
宰
府
天
満
宮

・
鳥

飼

八
幡

宮

　

・
笛

　

崎

　

宮

・
紅

葉

八
幡

宮

　

・
警
［
固

神

社

・
住

吉

神

社

　

・
宗

像

大

社

２

．

卓

話

如
水
公
墓
石
を
撰
し
た

の

は
景
轍
玄
蘇
和
尚
で
あ
る
が
、

彼
は
鎮
西
探
題
北
條
兼
時
に

属
し
た
河
津
新
四
郎
隆
業

の

３
男
で
、
隆
業
は
大
内
義
隆
に

仕
え
、
大
友
攻
め
に
功
が
あ

っ

た
。
宗
像
郡
上
八
村
の
承
福
寺

で
得
度
し
て
そ
こ
の
住
職
と

な

っ
た
。
そ
の
後
聖
福
寺
の
住

職
と
な
り
、
そ
こ
を
辞
し
て
島
井
宗
室
の
紹
介
で
対
馬

宗
家
の
外
交
僧
と
な

っ
た
。
文
禄

・
慶
長
の
役
で
は
朝

鮮
に
渡
り
、
そ
こ
で
如
水
公
に
出
会

っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
縁
で
碑
文
を
書

い
た
の
で
は
な
か

ろ

つヽ
か
。

碑
文
は
三
千
有
余
の
文
字
か
ら
な
り
、
播
州
飾
東
郡

で
生
ま
れ
、
そ
の
人
と
な
り
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
信
長
に
仕
え
た
こ
と
、
や
が
て
秀
吉
に
従

っ
た
こ
と
、

荒
木
村
重
に
幽
閉
さ
れ
た
こ
と
、
備
中
高
松
城
の
水
攻

め
の
様
子
、
続
い
て
山
崎
に
明
智
光
秀
を
討

っ
た
こ
と
、

そ
の
功
で
豊
前
６
郡
に
封
ぜ
ら
れ
た
な
ど
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
朝
鮮
の
役
に
つ
い
て
も
如
水
が
小
西
行
長
と

論
争
し
た
こ
と
、
行
長
が
如
水
の
言
を
聞
か
な
か

っ
た

こ
と
、
結
果
的
に
敗
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。
慶
長
７
年
に
太
宰
府
に
退
体
し
た
こ
と
、
９
年
春

に
病
に
臥
し

「期
に
臨
み
て

一
種
の
和
歌
を
詠
ず
、
そ

の
声
、
未
だ
絶
え
ず
、
端
然
と
し
て
逝
く
」
と
記
す
。

忠
之
公

・
如
水
公
の
法
要

忠
之
公
及
び
光
之
公
、
治
高
公

の
法
要
は
忠
之

公
命

日
の
２
月

１２
日
、
長
高
様
出
席

の
下
、
東
長

寺

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
卓
話
は
ご
住
職
藤

田
紫
雲

和
尚

の

「
東
長
寺
と
黒
田
家
」
と
題
し
て
お
話
し

を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
法
要

の
模
様

の

一
部
が
Ｊ

一
Ｃ
Ｏ
Ｍ
テ
レ

ビ

で

「
時
空

の
旅
人
―
領
民

の
領
民

の
平
穏
を
願

っ
た
大
名
　
福
岡
藩
二
代
藩
主
　
黒
田
忠
之
」

（
３０

分
番
組
）
と
し
て
５
月
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

如
水
公

の
法
要

に
は
長
高
様
初
め
会
員
６‐
名
が

位
牌

の
前
で
焼
香
を
し
ま
し
た
。

法
要
に
先
だ

っ
て
長
高
様

は
光
雲
神
社
と
桜
井

神
社

に
参
詣
さ
れ
、
当
会
か
ら
毛
屋
副
会
長
、
天

本
理
事
が
、
黒
田
奨
学
会
か
ら
伊
達
理
事
長
と
田

中
事
務
局
長
が
同
行

い
た
し
ま
し
た
。
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回
脚
寺

副
住
職
　
一二
本

英
信

日
應
寺
は
黒
田
如
水
の
夫
人

・
光
姫

（照
福
院
殿
）

の
開
基
し
た
黒
田
家
菩
提
寺
で
す
。
筑
前
国
の
名
刹
、

中
本
山

（触
頭
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
ｃ
し

か
し
福
岡
大
空
襲
で
本
堂
を
は
じ
め
諸
堂
、
寺
宝
の

数
々
が
す
べ
て
灰
燎
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
快
慶

作
の
阿
弥
陀
如
来
像
や
当
寺
を
菩
提
寺
と
す
る
玄
洋

社
総
帥
頭
山
満
翁
寄
進
の
大
前
机
、
徳
川
家
康
公
よ

り
賜

っ
た
白

い
短
刀
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
わ
ず
か

に
、
辮
財
天
堂
と
防
空
壕
に
持
ち
込
ん
だ
過
去
帳
や

略
伝
書
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。

福
岡
城
の
築
城
と
同
時
に
光
姫
は
、
藩
主
で
あ
る

息
子
長
政
の
城
と
次
男
熊
之
助
が
命
を
落
と
し
た
玄

界
灘
が
よ
く
見
渡
せ
る
大
手
門
で
黒
田
家
の
菩
提
寺

建
立
に
着
工
し
、
１
６
０
２
年

（慶
長
７
年
４
月
）

に
回
應
寺
は
落
慶
し
ま
し
た
。

そ
し
て
小
倉
に
い
た
天
蓮
社
真
誉
上
人
見
通
大
和

尚
を
開
山
上
人
と
し
て
招
き
ま
し
た
。
開
山
を
請
け

負

っ
た
真
誉
上
人
は
播
州
赤
穂
、
武
門
赤
松
氏
の
流

れ
を
伝
え
る
名
家
で
黒
田
家
と
は
同
郷
で
す
。
播
磨

で
は
心
光
寺
第
二
世
住
持
と
し
て
浄
土
の
法
門
を
講

じ
、
如
水
の
慈
父
職
隆
の
葬
儀
式
で
は
引
導
導
師
を

務
め
ま
し
た
。
ま
た
如
水
の
参
謀
の

一
人
で
あ

っ
た

と
も
伝
え
ら
れ
、
黒
田
家
と
は
縁
深
き
人
で
し
た
。

下
ノ
橋
御
門
を
く
ぐ
り
、
三
の
九
御
鷹
屋
敷
と

固
應
寺
を
行
き
来
す
る
光
姫
は
、
福
岡
城
築
城
中
、

死
期

の
近
づ

い
た
如
水
に
そ

の
完
成
を

一
目
見
せ

た

い
と
、
長
政
夫
人
栄
姫

（大
涼
院
殿
）
と
と
も

に
諸
士
に
握
り
飯
を
ふ
る
ま

っ
た
故
事
も
伝
わ

っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
回
應
寺
所
蔵
の

「
園
應
寺
代
々
略
伝
」
に

は
興
味
深

い
こ
と
が
級
ら
れ
て
い
ま
す
。
『如
水
公

卒
シ
夫
人
乃
チ
剃
染

ス

道

ヲ
以
テ
博
法
戒
師
卜
為

ス

崇
奉
加
厚
シ
』

つ
ま
り
最
愛

の
夫
、
如
水
が
亡

く
な

っ
た
の
を
機
に
光
姫
は
出
家
し
た
と
書
か
れ
て

い
る
の
で
す
。

後
に
息
子
長
政
を
看
取

っ
た
四
年
後
の
１
６
２
７
年

（寛
永
４
年
）
８
月
２６
日
福
岡
城
内
で
死
去

（享
年

７５
歳
）
し
ま
し
た
。
法
名
は

「
照
福
院
殿
然
誉
浩
栄

大
尼
公
」
。

回
應
寺
の
山
号
と
同
じ

「
照
福
」
に
は
、
福
岡
の

行
く
末
を
見
守
り
照
ら
す
と
い
う
、
黒
田
藩
祖

・
如

水
夫
人
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
門
に
彫

ら
れ
た
藤
巴
紋
と
と
も
に
今
も
光
姫
が
福
岡
を
見
守

る
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

福
岡
藩
は
佐
嘉

（
佐
賀

）
藩
と

一

年
交
代

で
、
長
崎
警
衛
を
行

っ
て

い
ま
す

っ
多
く

の
武
士

・足
軽

（
１

回
に

つ
き
約

１
０
０
０
人
）
が
１

年
を

４
交
代

で
長
崎

に
向

か

っ
て

い
ま
す

戸^
―
「

藩

主

の

御
越
座

や
家
老

の
長
崎

出
張
は
記
録
が
残

っ
て

い
ま
す
が
、
武
士
た
ち

が
同
様

に
し
て
行

っ
た

か
、
向

こ
う

で
ど

の
よ

う

に
過
ご
し
た
か
に

つ

い
て
は
殆
ど
記
録
さ
れ

て

い
ま
せ
ん
´

そ

の
中

で
、
松
村
緑
会
員
の
家
に
伝
わ
る
古
文
書

「
崎
行

録
」
に
は
そ
の
道
中
の
こ
と
が
詳
細
に
書
か
れ
て
い

ま
す
ｃ
「
予
未
だ
実
家
に
あ
り
し
時
　
故
あ
り
て
福
岡
の

伯
父
伊
丹
景
扶
の
も
と
に
し
ば
ら
く
寄
寓
せ
し
頃
、

■

　

小
瀬
戸
」
を
通

っ

て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
「．
平
戸
に
つ

い
て
は

「
松
浦
侯
の
御
城
下
な
れ
ば
殊
に
賑

へ
り
、
山
の
出
崎
に
城
あ
り
て
海
中
に
臨
め
り
」
と
そ

の
様
子
を
書

い
て
い
る
ぃ
平
戸
の
先
に
九
島
内
が
あ

り
、
「
五
里
が
間
九
十
九
の
小
島
な
ら
び
そ
の
嶋
み
な

奇
巌
盈
た
る
う
え
に
、
幡
松
枝
を
連
て
海
に
臨
め
る

さ
ま
、
い
と
興
あ
り
．
あ
ら
あ
ら
松
島
の
景
に
似
た

り
と
ぞ
、
さ
も
あ
る
べ
し
。
そ
の
奇
絶
、
誠
に
目
を

驚
か
せ
り
。Ｌ

と
そ
の
光

景
を
記
す
´
松
村
方
成

・
は
見
学

の
た
め
伯
父

の

伊
丹
景
扶

に
付

い
て
行

一一書所てい』̈
議蟄″れ

一は琳銅赫詢臓馴罐嚇

一
時
、
幕

府

よ
り
命

じ

ら

一一
れ

た
も

の

で
、

藩

主

の

一
参

勤

は
短

縮

さ

れ

て

い

一
る
が
、

莫

大

な
費

用
を

一
費

や
し
た
（
幕
末

に
は
、

外
国
船
が
頻
繁
に
入
港
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
都

度
追
加
の
人
員
や
船

・
武
器
な
ど
が
必
要
と
な

っ
て

財
政
は
ひ
っ
迫
し
た
３

た
だ
、
福
岡
藩
は
長
崎
か
ら
西
洋
の

情
報
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
る
こ
と
も

で
き
た

．^
松
村
方
成
は
出
島
の
オ
ラ
ン

ダ
商
館
長
に
接
待
さ
れ
、
西
洋
の
酒
や

肉
料
理
が
出
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
（．

Ｌ
民
”
乞^
４
撼

ミ

TE,~
グ

′

★
新
規
入
会
員
紹
介

平
成
２７
年
Ｈ
月
～
２８
年
６
月
ま
で

の
ご
人
会
者
ご
芳
名

平
成
２７
年

Ｈ
月
　
士
口
田
　
征
則

Ｈ
月
　
添
田
　
千
賀

‐２
月
　
郡
　
　
基
博

平
成
２８
年

４
月
　
．八
山
　
直
幸

４
月
　
小
川
　
義
晴

５
月
　
熊
本
　
米
秋

６
月
　
をホ
像
大
社

（贅
助
会
員
）

鑽

話
:|:
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